中学校　国語　　古文①　～古典作品基礎知識～
（　　　）年（　　　）組（　　　）番　名前（　　　　　　　　　　　　　　）
一 次の文章を読み、古典の作品名を答えなさい。（１０点×５問）
　⑴　　今は昔、竹取の翁といふものありけり。野山にまじりて
　　　竹を取りつつ、よろづのことに使ひけり。名をば、
　　　さぬきのみやつことなむいひける。
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　⑵　　祇園精舎の鐘の声、諸行無常の響きあり。沙羅双樹の花の色、盛者必衰の理を
　　　あらはす。おごれる人も久しからず、ただ春の夜の夢のごとし。たけき者も
　　　つひには滅びぬ、ひとへに風の前の塵に同じ。
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　⑶　　春はあけぼの。やうやう白くなりゆく山ぎは、すこしあかりて、紫だちたる雲の
　　　ほそくたなびきたる。
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　⑷　　つれづれなるままに、日暮らし、硯に向かひて、心にうつりゆくよしなし事を、
　　　そこはかとなく書きつくれば、あやしうこそものぐるほしけれ。
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　⑸　　月日は百代の過客にして、行きかふ年もまた旅人なり。舟の上に生涯を浮かべ、
　　　馬の口とらへて老いを迎ふる者は、日々旅にして旅をすみかとす。
　　　古人も多く旅に死せるあり。
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二 次の古典作品の作者名を下から選び、線でつなぎなさい。（１０点×５問）
　⑴　枕草子　　　　・　　　　・　松尾芭蕉

　⑵　徒然草　　　　・　　　　・　兼好法師

　⑶　おくのほそ道　・　　　　・　紫式部

　⑷　方丈記　　　　・　　　　・　清少納言

　⑸　源氏物語　　　・　　　　・　鴨長明
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できるだけ漢字で書けるようにしよう！














